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ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
な
っ
た

高
速
道
路
の
存
在

　

町
内
で
の
Ｉ
Ｃ
設
置
が
決
定
し
て
以

降
、
町
は
こ
の
道
路
を
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
の
骨
格
と
捉
え
、
計
画
等

を
策
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
高
速
道
路
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
た
新
春
座
談
会
で
は
、
服
部
町

長
が
「
実
現
に
は
住
民
の
方
の
協
力
が

ど
う
し
て
も
必
要
な
た
め
、
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
年
の
町
政
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
菰
野
Ｉ
Ｃ
設
置
に
よ
る
何
ら

か
の
土
地
利
用
転
換
に
賛
成
す
る
人
が

全
体
の
８
割
弱
を
占
め
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
町
民
の
高
速
道

路
開
通
に
対
す
る
関
心
は
高
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
施
行
命
令
が
出
さ
れ
て

以
降
、
建
設
事
業
が
一
時
停
滞
し
ま
し

た
が
、早
期
完
成
を
求
め
た
各
種
団
体
、

地
元
関
係
区
、
土
地
所
有
者
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
開
通
に
向
け
て
の
歩
み
が

再
開
さ
れ
、無
事
開
通
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
高
速
道
路
に
は
多
く
の
人
の
願

い
や
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。町
、

町
民
、
関
係
区
、
土
地
等
の
提
供
者
、

各
種
団
体
、
工
事
関
係
者
な
ど
の
協
力

に
よ
り
長
年
の
悲
願
が
実
現
し
、
夢
の

道
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

IC 設置決定から約 26 年 開通までの軌跡

▲杭打ちを行う服部町長

四
日
市
市
～
菰
野
町
間
に
施
行
命
令

事
業
着
手
に
向
け
て
動
き
出
す

　

平
成
６
年
７
月
に
は
第
二
名
神
自
動
車
道

が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
10
年
12
月
に
四
日
市
市
伊
坂
町
か
ら
菰

野
町
大
字
潤
田
ま
で
の
約
１
２
・
３
キ
ロ
区
間

に
施
行
命
令
が
出
さ
れ
、
平
成
11
年
10
月
に

路
線
測
量
と
土
質
調
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
11
月
に
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
一
般
国
道
４
７
７

号
四
日
市
湯
の
山
道
路
の
設
計
協
議
も
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
着
手
に
向
け
て
動
き
が
活
発
化
す
る

中
、
平
成
12
年
４
月
、
ル
ー
ト
予
定
地
の
四
日

市
市
中
野
町
地
内
で
四
日
市
市
～
菰
野
町
の

中
心
杭
打
ち
式
が
日
本
道
路
公
団
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
菰
野
町
、四
日
市
市
、

桑
名
市
、
東
員
町
な
ど
の
沿
線
自
治
体
か
ら

関
係
者
80
名
が
参
加
し
、
市
町
長
ら
が
順
番

に
中
心
杭
の
打
ち
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

▲千種小学校体育館での地元説明会

　

平
成
４
年
11
月
、
第
二
名
神
自
動
車
道
の

概
要
ル
ー
ト
と
町
内
Ｉ
Ｃ
設
置
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
翌
年
の
初
め
に
は
服
部
忠
行
町
長

と
有
識
者
や
関
係
者
と
の
高
速
道
路
に
関
す

る
新
春
座
談
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
町
と
し

て
も
国
家
的
な
事
業
に
か
け
る
期
待
は
大
き

い
も
の
で
し
た
。

▲広報こもの（平成４年12月号）

　

平
成
５
年
５
月
、
建
設
事
業
を
構
想
か
ら

計
画
段
階
に
引
き
上
げ
て
都
市
計
画
決
定
を

行
う
た
め
、
菰
野
・
鵜
川
原
・
千
種
の
各
小
学

校
体
育
館
で
地
元
説
明
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
県
と
建
設
省
か
ら
都
市
計
画
案
や
環
境

影
響
評
価
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
３
日

間
で
６
０
１
名
も
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

町
内
概
要
ル
ー
ト
決
定

地
元
説
明
会
を
実
施

　

四
日
市
市
～
菰
野
町
間
に
施
行
命
令
が
出

さ
れ
て
以
降
、
事
業
は
停
滞
の
一
途
を
辿
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
種
団
体
等
に
よ
る

建
設
促
進
へ
の
動
き
が
活
発
化
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
16
年
７
月
、
四
日
市
市
文
化
会
館
で

第
二
名
神
建
設
促
進
団
体
の
発
足
を
記
念
し

て
第
二
名
神
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

６
名
（
三
重
大
学
の
渡
邉
副
学
長
、
服
部
町

長
、
井
上
四
日
市
市
長
、
県
商
工
会
議
所
連

合
会
の
小
菅
会
長
、「
第
二
名
神
で
北
勢
地
域

の
あ
し
た
を
つ
く
る
会
」
の
中
島
会
長
、
同

会
会
員
の
傍
島
さ
ん
）
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
高
速
道
路
が
与
え
る
影
響
や
、

そ
の
早
期
実
現
の
必
要
性
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
「
一
刻
も
早

く
完
成
へ
の
道
筋
が
必
要
で
あ
り
、
住
民
自

ら
の
熱
意
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
１
８
０
０
名
の
参

加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

停
滞
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に

建
設
促
進
に
向
け
た
動
き

▲左から渡邉副学長、中島会長、傍島さん、
服部町長、小菅会長、井上市長

　

高
速
道
路
の
早
期
建
設
を
求
め
る
署
名
が

約
13
万
筆
（
う
ち
菰
野
町
分
は
１
万
９
千
筆
）

集
ま
り
、
平
成
17
年
８
月
、
国
土
交
通
大
臣

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
か
ら
町
が
国
な

ど
の
関
係
機
関
に
要
望
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
た
ほ
か
、
民
間
団
体
が
建
設
促
進

活
動
の
中
心
と
な
り
、
そ
の
整
備
の
必
要
性

を
訴
え
続
け
て
い
ま
し
た
。▲左から「第二名神で三重県

北勢地域のあしたをつくる
会」の中島会長、「第二名神
促進北伊勢経済団体会議」
の小菅会長、「第二名神と
鈴鹿亀山地域の幹線道路整
備を進める会」の田中会長

　

日
本
道
路
公
団
の
民
営
化
後
は
、
平
成
18

年
４
月
に
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が
事

業
主
体
と
な
り
、
道
路
名
が
新
名
神
高
速
道

路
に
決
定
し
、
道
路
設
計
や
用
地
買
収
に
向

け
た
動
き
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
19

年
２
月
に
ル
ー
ト
予

定
地
の
大
字
菰
野
地

内
で
菰
野
町
～
亀
山

市
間
の
中
心
杭
打
ち

式
が
行
わ
れ
、
沿
線

自
治
体
関
係
者
な
ど

１
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

▲杭打ちを行う服部町長

早
期
完
成
を
求
め
る
声

約
13
万
筆
が
集
ま
る

つ
い
に
事
業
着
手
へ

見
え
た
開
通
へ
の
道
筋

全
て
の
関
係
区
が

設
計
協
議
確
認
書
に
調
印

▲左から菰野第一区の矢田区長、石原正敬町長、
中日本高速道路株式会社名古屋支社四日市工事
事務所の中川所長、県県土整備部の北川部長

着
実
に
建
設
工
事
が
進
み
、
平
成
30
年
９

月
に
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
付
近
の
菰
野

第
二
高
架
橋
完

成
を
祝
う
記
念

式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
年
10
月

に
は
菰
野
Ｉ
Ｃ

へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
な
る
一

般
国
道
四
日
市

湯
の
山
道
路
が

完
成
し
ま
し

た
。

順
調
に
進
む
建
設
工
事

高
速
道
路
開
通
が
目
前
に
迫
る

※所属や役職名については当時のものを表記しています。

開
通
ま
で
の
主
な
出
来
事

平
成
元
年
近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
神
戸
線
（
愛
知
県

飛
島
村
～
兵
庫
県
神
戸
市
間
）
の
基
本
計

画
が
決
定

平
成
４
年
町
内
概
要
ル
ー
ト
と
Ｉ
Ｃ
設
置
を
発
表

平
成
５
年
都
市
計
画
決
定
に
向
け
地
元
説
明
会
を

開
催

平
成
６
年
第
二
名
神
自
動
車
道
が
都
市
計
画
決
定

平
成
７
年
第
二
名
神
ア
ク
セ
ス
道
路
に
関
す
る
地

元
説
明
会
を
開
催

平
成
８
年
四
日
市
市
～
菰
野
町
間
が
整
備
計
画
決

定

平
成
10
年
四
日
市
市
～
菰
野
町
間
に
施
行
命
令
、
菰

野
町
～
亀
山
市
間
が
整
備
計
画
決
定

平
成
11
年
町
内
で
の
測
量
や
調
査
を
開
始

平
成
12
年
中
心
杭
打
ち
式
（
四
日
市
市
～
菰
野
町

間
）
を
開
催

平
成
16
年
第
二
名
神
建
設
促
進
団
体
が
設
立

第
二
名
神
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

商
工
業
者
や
民
間
団
体
等
に
対
し
、
説
明

会
や
現
地
視
察
を
開
催

平
成
17
年
約
13
万
筆
の
署
名
を
国
土
交
通
大
臣
に

提
出

日
本
道
路
公
団
が
民
営
化
、
中
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社
が
事
業
着
手

平
成
18
年
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
で
第

二
名
神
自
動
車
道
が
整
備
決
定
、
新
法
に

よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
を
受
け
る

平
成
19
年
中
心
杭
打
ち
式
（
菰
野
町
～
亀
山
市
間
）

を
開
催

道
路
名
が
新
名
神
高
速
道
路
に
決
定

平
成
20
年

～
22
年
地
元
区
と
設
計
案
の
協
議
が
行
わ
れ
る

平
成
23
年
町
内
で
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
る

平
成
31
年
新
名
神
高
速
道
路
（
新
四
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～

亀
山
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
）
が
開
通

長
年
の
悲
願
が
つ
い
に
実
現

待
ち
望
ん
だ
夢
の
道
が
開
通

　

つ
い
に
新
名
神
高
速
道
路
の
開
通
日
を
迎

え
、
記
念
式
典
が
鈴
鹿
市
立
椿
小
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
石
井
国
土

交
通
大
臣
、
道
路
建
設
に
尽
力
し
た
国
会
議

員
、
柴
田
町
長
を
含
む
沿
線
市
町
長
、
地
域
住

民
、
工
事
関
係
者

な
ど
約
４
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

大
臣
は
「
こ
の
日

を
迎
え
ら
れ
た
の

は
用
地
提
供
者
や

関
係
各
位
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
す
」

と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
し
た
。

▲あいさつを行う国土交通大臣（中央）

▲完成を喜ぶ石原町長（中央）と関係者

　

高
速
道
路
の
建
設
に
は
生
活
道
路
や
水
路

の
付
け
替
え
が
必
要
と
な
る
た
め
、
地
元
区

と
設
計
案
を
話
し
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
協
議
が
完
了
し
た
証
明
と
し
て
関

係
区
と
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
町
、

県
と
の
設
計
協
議
確
認
書
の
調
印
が
順
次
行

わ
れ
、
平
成
22
年
12
月
に
は
高
速
道
路
が
通

過
す
る
全
て
の
関
係
区
と
の
調
印
が
完
了
し

ま
し
た
。

　

こ
の
確
認
書
は
高
速
道
路
の
設
計
や
用
地

買
収
、
工
事
を
行
う
た
め
の
基
と
な
る
も
の

で
す
。
平
成
20
年
に
大
強
原
・
川
北
・
諏
訪
、

平
成
21
年
に
菰
野
第
一
区
・
池
底
、
平
成
22

年
に
神
明
・
音
羽
・
潤
田
・
岡
・
江
野
の
各

区
が
調
印
を
行
い
、
新
四
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら

亀
山
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
の
全
て
の
区
間
で
設
計

協
議
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
測
量
や

用
地
買
収
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
土
地
提
供
者

等
の
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
も
本
格
的
な
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。


